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受 理 番 号 陳 情 第 8 0 号 

件   名 第４回水と土の芸術祭の中止を求めることについて 

要   旨

 新潟市の財政は，ＢＲＴ連節バス事業や水と土の芸術祭等の影響

により，約１兆円の借金を抱え赤字倒産の一歩手前の財政状態にな

っております。 

１兆円の借金は，毎年100億円返済しても100年もかかる天文学的

数字で，この放漫財政のツケは，私たちと次世代の子々孫々に暗い

影を落としてまいります。 

借金大国に転落した要因は，一口に言えば篠田市長のそろばんを

はじけない行政運営と，篠田市長に追従してきた議会の責任であり

ます。 

議会はその使命である行政のチェック機能を忘れ，民意に背を向

け何でも賛成のお粗末議会に成り下がっているのが現状の姿ではな

いでしょうか。 

 新潟市の財政再建は急がなくてはならない課題であり，事業の見

直しが急務で，①ＢＲＴ連節バス②中央区役所の移転③水と土の芸

術祭等の無駄な事業の中止が必要であると思います。 

 特に費用対効果がゼロの水と土の芸術祭の次回開催（2018年）計

画は，即刻中止するべきであります。 

下記の水と土の芸術祭に対する新潟市の負担金表を熟慮すれば当

然のことであります。 

 よって，水と土の芸術祭の次回開催（2018年）の中止を求め陳情

いたします。 

（裏面につづく）
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委員会

平成 28 年９月５日  文教経済常任委員会 

受   理 平成 28 年７月 20 日  第２０１号 



陳情第80号 

水と土の芸術祭に対する新潟市の負担金 

 新潟市の負担金 総収入金額 
新潟市 

負担比率 

第１回 307,356,739円 398,142,003円 77％

第２回 219,879,258円 278,113,514円 79％

第３回 232,715,863円 250,981,823円 93％

第１回は平成21年，第２回は平成24年，第３回は平成27年開催。 

次回は平成30年開催予定。 


